
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川まちセン通信は、淀川区の地域活動協議会に関する情報発信、淀川区まちづくりセンターの活動

紹介、多様な地域資源の紹介を目的に、隔月発行しています。 
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 淀川区まちづくりセンター 

〒532-8501 大阪市淀川区十三東 2-3-3 淀川区役所 4 階 

TEL 06-6309-5656    FAX06-6309-5657 

mail yodogawa-machikyou@festa.ocn.ne.jp 

HP  http://yodomachi.jimdo.com/   

Facebook  https://www.facebook.com/ymachisen 

 

地域での取り組み 地域で行われた取り組みを紹介するコーナーです。 

編集後記 
まちセン通信第 18 号をお届けします。淀川区は、市民、NPO、
企業の方々の活動が盛んなところであると実感しています。淀川
区まちづくりセンターでも、11 月 11 日に博愛社さんの会場を
お借りして「美と健康」をテーマとした「よどがわ美 ing」を開
催予定です。メイクやヘアアレンジの体験や、野菜のチョコレー
トかけ（「チョコベジ」といいます）など、様々な催しがありま
す。みなさま、ぜひ誘い合っておでかけください。（K） 

■三国地域 防災訓練 
6 月 3 日（土）三国小学校において、

三国地域、三国小学校合同の地域防災

訓練が実施され、地域住民、児童、保

護者など約 1430 人が参加しました。

煙中体験、水消火器訓練、車椅子体験、

あっぱ君を使っての心臓マッサージ訓

練、バケツリレーなど、防災に関する

様々な訓練が行われました。 

 

 

多様な主体が集まり、展開してきた 

「よどまち未来セッション」。今回は 

趣向を少し変え、学校法人三幸学園さんとタッグ

を組んで、美と健康のイベント「よどがわ美 ing」

を開催します。 

“淀川区で元気に活躍する人を増やしたい！” 

を合言葉に、メイク・衣装などの体験コーナー、

お茶やキッズ野菜ソムリエによる野菜の講座、 

産直野菜などの販売も行います。 

  老若男女どなたでも体験＆ご参加いただ 

けますので、ぜひご来場ください！ 

■日 時：平成 29 年 11 月 11 日（土） 

        12:00～16:00 

■場 所：社会福祉法人博愛社 

清心館 及び 教会集会所 

■参加費：入場無料 

      体験・講座・物産販売等は有料 
※「よどがわ美 ing」はチャリティーイベントとし

て実施し、収入の一部を区社協を通じ、善意銀行 

などに寄付させていただきます 

 
※ 詳細は淀川区まちづくりセンターへお問い合わせいただくか、後日チラシにてご確認ください。 

今年も淀川区内 18 地域で夏祭り・盆踊りが開催されました。どの会場もたくさん

の家族連れや子どもたちで、盛り上がっていました。各地域では、さまざまな世代が

力を合わせて運営されており、伝統を守りながらも新しい取り組みが行われていまし

た。 

夏だ!みつや納涼夜店 
今年で 20 回を迎える「みつや納

涼夜店」では、小学校校庭に約 20
程の夜店が並びました。時間を追う
ごとに、子どもや大人も集まってき
て、夜店の前には長い列ができてい
ました。三津屋地域の絆を感じる夏
の夜のイベントでした。 

 

ちびっこたちが生演奏♪♪♪ 
田川地域では子ども会音楽部が

バンド演奏とダンスを披露。浴衣姿
でギターにドラム、ボーカルにダン
スと、元気いっぱいの演奏に来場の
方々も思わず、笑顔。とってもかわ
いらしい「田川夕べの集い」でした。 
 

■加島校庭キャンプ 
９月２日（土）加島小学校で、はぐ

くみネット主催の校庭キャンプが開催

されました。ドッヂビーでスポーツ交

流、3 班に分かれてテント設営・夕食

の準備・材料買い出し後、全員でカレ

ーを作りました。夜は校舎の廊下で肝

試し。今年で 3 回目の加島の校庭キャ

ンプ。今回も子どもたちにとって、楽

しい思い出づくりの場となりました。 

 

■新高校庭キャンプ 
８月 26 日(土)新高小学校で校庭キ

ャンプが開催されました。６年生の約

70 人が夕食にカレーを食べた後、みん

なでテント設営。ドッチボール、恋ダ

ンス、キャンプファイヤー、花火を楽

しみ、デザートを食べながら「よどネ

ル」の動画を鑑賞しました。今回は、

保護者の方々が実行委員会を立ち上

げ、PTA や地域の方々と一緒に校庭キ

ャンプを盛り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川区まちづくりセンター 
いつも淀川区まちづくりセンターの活動にご理解いただき、ありがとうございます。 

今年度も引き続き、一般財団法人大阪市コミュニティ協会が受託、運営させていただ

いておりますが、7 月にメンバーの一部で人事異動があり、久保田・大舩・宮脇・沖中・

井川の５名体制となりました。 

区役所 4 階、市民協働課隣りにおりますので、いつでもお気軽にお越しください。 

まちセンをどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

左から大舩、沖中、宮脇、井川、久保田 

復活!!神津よいこの盆踊り 
神津地域では校舎の耐震改修の

ため出来なかった「神津よいこの盆
おどり」が３年ぶりに復活。子ども
を中心とした沢山の方達が、久しぶ
りに盆おどりを楽しみました。また
地元商店にご協力いただき、子ども
たちに配られるお菓子の袋の中に
「５つの約束」を記した紙を同封
し、子ども達に安心・安全について
の啓発を 
行いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成 29 年度大阪市淀川区地域課題すっきり解決活動支援事業補助金」のプレゼンテーションが平成
29 年 8 月 22 日（火）淀川区役所で行われました。この補助金は地域活動協議会以外で、淀川区内に拠点
を持つ団体が、淀川区内における「地域課題解決に資する事業」に利用することができます。 
当日は「発達あるあるカフェ」、「みくにマルシェ」、「高齢者のお困り事すっきり解決」 

という 3 つの事業の発表があり、それぞれの活動内容と問題意識の高さに審査委員も 
感心した様子でした。淀川区まちづくりセンターでは、今後、この補助金が有効に活用 
されて、効果的な地域活動が進むよう、お手伝いをしていきたいと思います。 

地域課題解決に取り組む 

NPO や団体が、助成事業を実施！ 

■こども０円食堂プロジェクト 
「ちょっとしんどい」が言えるきっかけづくりを目

的に、子育て中の方への食事や居場所の提供を、十

三東にある水交ビルで 1～2 ヶ月に 1 回程度行う。 

北中島子育てサロン 

淀川区全 18 地域を３つのブロックに分け、地域拠点を会場
に、地域同士で情報や意見の交換を行うブロック別意見交換
会。今回は、地域・企業・専門学校・NPO 等との連携をテー
マに、地域の実務者の皆さんによる活発な意見交換が行われま
した。各地域から出た意見の一部をご紹介します。 

 

■南ブロック（西中島・木川・ 

木川南・十三・野中） 

6 月 12 日（月）17:45～ 

会場：野中福祉会館 

■東ブロック（新東三国・東三国・

北中島・宮原・西三国・三国・新高） 

6 月 15 日（金）18:15～ 

会場：西三国センター 

■西ブロック（神津・新北野・塚本・

田川・三津屋・加島） 

6 月 2 日（水）18:30～ 

会場：三津屋会館 

「地域公共人材バンク」ってご存知ですか？ 

淀川区まちづくりセンターでは、大阪市が進

める「地域公共人材バンク」から派遣される、

地域公共人材の受け入れも応援しています。 

今年平成 29 年度は、木川地域、三津屋地域、

野中地域が、大阪市からの派遣を受け入れ、ま

ちづくり活動について学びました。地域課題の

抽出や円滑な会議の運営、組織運営の技術な

ど、一定の研修を受けて、この地域公共人材バ

ンクに登録される方もおられます。派遣を受け

るだけでなく、派遣する人材になることも可能

性があります。関心のある方は、まちづくりセ

ンターへ、お気軽にお問い合わせください。 

・地域だけでは手が回らない部分を

NPO や企業、専門学校などに助

けてもらっている。 

・地域にある企業にも防災訓練に参

加してもらっている。 

・アートプロジェクト事業で、地域

カルタ、地域ドレスを作った。 

・地域にある専門学校の生徒が、地

域のイベントにスタッフとして

関わってくれている。 

マンションの大規模修繕工事現場で 

マナーアップイベント開催！ 

新高 
地域 

８月 5 日（土）、新高地域・パークスクエア北大阪の小中学生 40 人が、大規模修繕工事を活用した

「マナーアップイベント」に参加。修繕作業などを体験しました。 

 
同マンションでは、子どものマナーアップを課題と

して 3 年前から管理組合・振興町会・老人会・子ども
会が意見交換会を定期的に行い、マナーアップ実行委
員会を立ち上げ、毎年イベントを開催しています。 
今年は、８ヶ月の大規模修繕工事が実施されること

から、実行委員会では、｢十数年に一度の工事は、子
どものうちに経験できる希少価値の高い｣ものと考
え、｢職業体験によるマナーアップイベント｣を発案。
施工会社のケーアンドイー㈱の協力を得て、今回のイ
ベントが実現しました。 
子どもたちはどのプログラムも興味津々。ワークプ

ラットホーム（外壁を上下移動する足場）搭乗体験で
は、安全確保の装具を身に付けるなど、工事現場での、
安全第一、ルール厳守の大切さを実感しました。 

 

一方、ケーアンドイー㈱では、このイベントのため
に、プロジェクトチームを立ち上げ、プログラム進行
表や説明用チラシを作成し、丁寧な準備と分かりやす
い説明をしてくださいました。 
｢マンションを大事にする心を養う｣、｢ルールを守る

ことの大切さを知る｣、｢美化意識の向上｣、｢コミュニ
ケーションの大切さを知る｣、「将来の職業選択に役立
てる」。実行委員会の皆さんの想いが詰まったこのイベ
ントは、子ども達の学びの場だけでなく、マンション
住人と工事関係者がお互いの立場を理解し合える交流
の場となり、参加者全員が親睦を深められた素敵なイ
ベントとなりました。 
 

 

ワークプラット 

ホーム搭乗体験 

ペ
ン
キ
塗
り 

屋上見学 

今回のプロジェクト

で企画から中心的役

割を果たした「さく

ら小町隊」。2 年前

に女性社員 4人で結

成され、工事現場を

パトロールし安全対

策を行っています。 

タイル 
貼り 

モルタル団子 

作成体験 
■発達あるあるカフェ 

 マジョリティ・マイノリティ関係な

く、すべての人が住みやすい地域にす

るために、発達障がい者本人、家族、

自分は発達障がいではないかと悩ん

でいる人などが、成功体験や失敗談な

どから「あるある!」と感じる、発達障

がい独特の体験を共有し、そこから

「気づき」「自覚」へとつなげていく

座談会を企画。 

■みくにマルシェ 
地域商店街の活性化や地域の子育

て世代の社会参画を目標に取り組ん

できた「みくにマルシェ」。今後は現

在の状況を拡張するだけでなく、地域

の女性が活躍できる場所の拡充、子育

て支援、子ども達の自己啓発につなが

るような取り組みを強化した企画を

行います。 

■高齢者のお困り事すっきり解決! 
淀川区内に暮らす高齢者のお困り

ごとを、区内で活躍する職人、士業、

専門業者にスムーズかつスピーディ

ーにつなぎ解決することで、地域の活

性化を図ることを目的とした事業展

開を行います。相談窓口・紹介活動、

交流カフェの運営などに取り組みま

す。 

「子どもの居場所づくり」活動 

最近よく耳にする「子どもの貧困」ですが、日本では子どもの 6
人に 1 人が「貧困」に該当するといわれています。 
淀川区内でも地域や民間の中から「こども食堂」「宿題広場」など、

子どもの居場所づくりの場やネットワークができてきています。 
この様な活動がさらに広がるように、区役所や区社協主催の「子ど

もの居場所づくり講演会」が開催されます。 
地域、民間、行政が一緒になって考える場が増えることが、子ども

の見守りに繋がっていくのではないかと思います。 
まちづくりセンターでも、「子どもの居場所づくり」活動を支援し

ています。 

■福祉のつどい～福祉実践報告～ 
区内で子どもの居場所づくりをしている

運営者によるパネルディスカッション 

日時：10 月 18 日(水) 
  14:30～16:00 
場所：区民センター 1 階ホール 
主催：淀川区社会福祉協議会 
 

■まちは大きな家族 
森栗教授による講演とグループディスカ

ッション 

日時：11 月 26 日(日) 
  14:00～16:00 
場所：区役所 5 階会議室 
主催：淀川区役所 


